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【著書】 
1) 秋山満「栃木県の農業政策の動向と課題」とちぎ地域・自治体研究所編『住民自治がかがやくと
ちぎに』随想舎、51-58、2016.9. 
2) 秋山満「TPP・アベノミクス農政の下での農業政策・地域政策」とちぎ地域・自治体研究所編『住
民自治がかがやくとちぎに』随想舎、26-33、2016.9. 
【論文】 
1) 秋山 満、水田農業のコストダウンの可能性と課題、ＡＦＣフォーラム、日本政策金融公庫農林
水産事業本部、2015(5)、3-6、2015. 
2) 秋山 満、新基本計画における水田農業と担い手、農村と都市をむすぶ、農村と都市をむすぶ編
集部（全農林）、65(6)、2-3、2015. 
3) 秋山 満、農地中間管理事業の現場での取り組みと課題、農業と経済、昭和堂、81(9)、12-21、
2015. 
4) 秋山 満、新潟市における農地中間管理事業の取り組み、農村と都市をむすぶ、農村と都市をむ
すぶ編集部（全農林）、65(11)、4-13、2015. 
5) 秋山 満、第 3 セッション「誰が東北農業を担うのか」コメント、農村経済研究、東北農業経済
学会、33(2)、80-81、2015. 
6) 瓦井一成、神代英昭、全農栃木県本部の農協共販の取組み、農業市場研究、日本農業市場学会、
24(3)、23-30、2015. 
7) 秋山満、農業労働力問題をどう見るか？、農村と都市をむすぶ、農村と都市をむすぶ編集部(全農
林)、66(4)、2-3、2016(4). 
8) 秋山満・小林信一、東日本大震災・福島原発事故から５年ー復旧・復興の現状と課題ー、農村と
都市をむすぶ．農村と都市をむすぶ編集部(全農林)、66(6)、4-5、2016(6). 
9) 秋山満、東北大震災復興の課題をめぐって（討論要旨）､農村と都市をむすぶ．農村と都市をむす
ぶ編集部(全農林)、66(6)、54-58、2016(6). 
10) 大栗行昭、明治期西日本における土地買戻慣行の成立と展開、農業史研究、日本農業史学会、第
49 号、59-71、2015. 
11) 大栗行昭、明治期における地主の農村金融―担保の形態の視点から―、歴史と経済、政治経済学・
経済史学会、第 228号、1-17、2015. 
12) 神代英昭、日本産加工食品輸出の意義と現段階、農業市場研究、日本農業市場学会、25(3)、28-36、2016. 
【報告書】 
1) 秋山満、ＴＰＰ大枠合意の概要と地域農業の課題、民間稲作研究所通信第 16 号、NPO 法人 民間
稲作研究所、3-14、2016(4). 
